
講
鯉繍

療誇
融解

叢

.
五 十 第

・一量一 .正 と 大

弧
醐

…叢

…
支

那

の
古

典

に
見

見

た
・
祀
會

政

策

.

租

税

質

権

の

一
般

と
租

税

の
民
衆

化

・

架

替
教
文
明
の
麓

概
論

吐
會

哲
學
犀
搬
主

意
的

二
元
論

的
思
想

・

一

「
純

濟
道

と
経
済
術

時

ぬ
隅

信用

政
変
節
減
諭

・

一

説

苑

功
利
主
義

と
生
産
政
策

・

搬

聯
帯

録

　
酵
農
露
西
亜
の
肚
會
保
険

英
國
と
勢
農
露
西
亜

・

一
纏
濟
學
命
公
開
講
演
會
記
事

・

油
墨
階
上

法
學
博
士

油
墨
博
士

法

華

卜

渋

墨

士

渋
墨
隅
士

.

縄
清
里
L

`

経
済
學
十

.

経
済
學
十

小 冊

川 崎

輻

太 メ・

郎 規

堀 小
川

郷縄
太

.夫 耶

イ乍 恒 ∫け 剃1川
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＼

論

叢

租
税
費
櫓

の

[
般

こ
相
続

の
民
衆
化

第
+
五
巻

(第

一
號

「
四
)

租

税
負

憺

の

↓
般

ミ
租
税

の
民

衆
化

一
四

●

'

.

・
.

㍗

神

戸

正
.

雄

　

ラ

緒
言

二

本
研
究

の
目
的
二
説
述
の
順
序
)
.

.

.

(

(

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ
　

第

}
段

租
税
貢
播

一
般
原
則

の
意
義
及
其
滴
用

(↑
租
税
費
櫓

一
般
原
則
の
意
義
は
當

ら
ざ
ろ
見
解
い
税
法
適
用

の

一
般
防
人
の
上

へ
の

一
般
佛

コ

ラ

ラ

ト

ラ

正
當

の
見
解
二
租
税
貢
櫓

一
般
原
則
の
適
用
A
此
原
則
の
例
外
呂
此
原
則
ε
最
小
活
資

の
免
税

い
貢
携

一
般
原
則
の
例

外
な
り

ゃ
ろ
最
小
活
資

に

く

く

ぐ

ぐ
　

く

ラ

ラ

に
免
税
す
.へ
き

ゃ
1
課
税

す
ろ
の
理
由
2
.免
脱
す
る
場
合

の
故
障
C
此
原
則
ピ
租
税
盤

系
い
直
接
税
間
接
税
の
結
合

に
於
.ろ
租
税
鴫
衆
論

ろ
人
種

`

(
.

(

(

(

物
税
の
結
合

に
よ
ろ
租
税
艦
系
論

)

ラ

ラ

か

ラ

第
二
段

政
治
上

に
於
け
る
租
税
民
衆
化

の
要
求

2

租
税
民
衆
化

の
要
求
の
意
義
俳
租
税
の
民
衆
的
奴
黒
田
租
税
民
衆
化
の
要
求

二
相
醗
民
衆
化

(

(

ラ

ラ

の
要
求

の
重
要
値
其
積
極
的

の
効
果
ω
此
要
求
無
視

の
弊
竃

結
論

(全
文

の
要
旨
)

緒

言

租
税
設
定

の
原

則

の

一
ε
し
て

の
公
正
叉
は
正
義

原
則

、
即

ち
租
税

配
分
原

則
の
租

税

に
ご
り
て
重
要
な
る

こ

ご
は
疑

を
容
れ
な

い
ρ
そ

し
て
此

原
則
が

ア
ダ

ム
ス

ミ
ス
に
て
は
輩
純

な
る
李
等

原
則

で
あ

っ
た

の
が
、
其
後

の
學

者

の
修

訂

に
依

り
て
、
卒

等

ε

一
般

ε

に
横
張

せ
ら

れ
、

而

か
も
其

の
雫
等

は
今
日

に
て
は
普
通

に
は
能
力

に
悉

t
て
季

等

に
分
配
せ
ら

る

べ
き
こ
蓬

、
解
せ
ら
れ
、、
同
時

に
其

の

一
般

ε
い
ふ

こ
ご
も
、
能
力

の
存
す

る
庭

に
は

「

`



、

凡

ぺ
て
分
配

せ
ら

る

べ
し
ざ

い
ふ
こ
ε

、
解

せ
ら

る

る
こ
ε

、
な

っ
た
。
そ

し
て
此

二

の
原
則

の
中

に
就
き

て
は

・

】
般

ε

い
ふ

ご
ξ
⑳
方
が

一
層

雪
裏

だ

ピ
見

る
人
も

あ
る
が
禽

一
)
、
む

し
ろ
卒
等

の
方

が
土
壁

で
あ

っ
て
、

一
.般

の
方

は
其

派
生

に
過

ぎ
温
ざ
見

る
の
が

當

っ
て
居

る
や
う

で
あ

る
(註
二
)。
孰
れ

に
せ
よ

一
般

の
原
則
、
負
措

の

一

.
般

て

ふ
こ
ε
は
能
力

の
あ

る
所

を
漏

ら

さ
や
負
捨

せ

し

め
や
う

ε

い
ふ

の
要
求

で
、
斯

く
解
す

る
こ
ε
が
正

常

ε

ミ

考

へ
ら

る
る
が
、
聴

ε
し
て
は
之
を
以

て
人

の
上

へ
の

一
般

、
即

ち
凡

べ
て

の
人

へ
の
負
措

の
分
配

ε

い
ふ

こ
ε

に
も
解

せ
ら

れ
る
。
其

が
夫

の
原
則

の
意

味

ξ
し
て

は
誤

嬉
は
思

ふ
が
、
併

し
人

の
上

へ
の
負
措

の

一
般

ε

い
ふ

こ
ざ
も
萬
更
ら
無
意
味

で
は
な
く
、
出

來

る
だ
け
置

く
人

々
が
租

税
を

負

ふ

べ
し
ε

い
ふ

こ
ε
、
卸

ち
租

税
を
民

衆
化
す

べ
し
ご
い
ふ
こ
`
も
政

治
上
の

一
喫
番

拡
あ
り
、
租
税
に
つ
き
て
の

一
観
察
黙
た
る
を
失
蕗

。
を

一
の
原
則

に
成
形

す

る
ε
否

ε
を
問

は
す

、
今
日

の
政
治

の
本

質

に
考

へ
て
は

一
の
要
求

た
b

ε
認
め

て
可

で
あ

る
。
而

か
も
此

黙
に
關
す

る
人

の
理
解

が
ま
だ
不
十

分
で
あ
り
、

そ
し

て
前

記

の
、
能
力

へ
の

一
般

こ

い
ふ
場
合

●

に
於

け

る
能
力

の
存
否

に

つ
き

て
の
人

の
理
解

に
も

不
十

分
な
黙

あ
り

ε
思

は
る

＼
に
よ
り
藪
に
敢

て
之
を

明

に

し
て
見

や
う

蓬
思

ふ
。

(註
こ
ノ
ー
デ
ン
に
、
一
般
己
い
ふ
・
ξ
が
公
正
な
ろ
租
税
制
度
の
第
}
原
則
で
あ
っ
て
、
一般
原
則
工
71
し
て
當
然
に
、
平
等
原
則
が
生
ず
ε
見

た
ε
い
ふ
・蓬
で
あ
ろ
。

　
の

(註
二
)ス
ト
ル
ツ
ツ
に
、
一
般
原
則
1士
卒
等
原
則
の
傍
に
本
来
、
濁
立
な
る
意
味
な
有
た
な
い
で
、
唯
だ
後
者
の
派
生
に
過
ぎ
η
こ
い
ふ
。

私

は
先

づ
以
て
租
税
負
捲

の

一
般

の
意
味

を

明
に
し

、
更
ら

に
其

適
用
を
説

き
、
終

り

に
政

治
上

の

一
要
求

ε
し

論

叢

租
税
貴
摺
の
一
般
ミ
租
醗
の
民
衆
化

鯵
十
五
巻

(第
一
號

一
五
)

一五

1)Murha■ ・d,TheoricandPo】ltikderBe5teuerung.S,9z.

2)Strutz,Grundbegrif免desSteuerwesens・S・3L
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ノ

脇

叢
・

租
麗
質
旛
の
一
般
ε
租
醗
の
民
衆
化

て
の
租
税
民
衆

化

に

っ
き

て
述

べ
や

う

ε
思

ふ
。
.

第
+
五
巻

(第

一
號

=

C

一
六

〆

第

一
段

租
税
員
推

一
般
原
則
の
意
義
及
其
適
用

●

ラ

ラ

ラ

一
租
税
負
婚

一
般
原
則
の
意
義
一

租
税

一
般
叉
は
租
税
負
据

一
般
の
意
義
如
何
。
A

い
或
は
此
が
税
法
の
適
用

く
く

。

が

一
般

人

に
及

ぶ
`

い
ふ
意
味

に
も
取

ら
る

、
が
、

(駐
三
)
、
其

れ
な
れ
ば
租

挽
の

一
般

で
は
な
く

て
、
法
律

の

一

ラ

般
的
効

果

ご

い
ふ
こ
ざ
に
外
な

ら

組
。
ろ
或

は
人

の
上

へ
の

}
般
、
凡

ぺ
て

の
人

へ
の
負
措

こ
い
ふ
こ
ε
に
も

解

せ

(

、-

ち

る

、
。
〔註
四
)
が
、
併

し
能
力

な
き
人

に
ま
で
も

負
澹

せ
し
む
る

こ
ご
は
事
實
、
不
可
能

で
あ

る
。
1一
散

に
此

は
能

力

へ
の

一
般

で
、
給
付
能
力

に
応

じ
た

る
負
捲

の
介

配
を
爲
す

に

つ
き
、
其
能
力

の
存
す

る
庭

に
は
漏

な
く
之
を

爲
す

べ
し
ご

い
ふ
こ
ピ
に
解

し
な
く
て
は
な
ら

訟
(註
五
)。
理
論
上

正
さ
に
然

る
の
み
な
ら
す

、
国
家

の
歴
史

的
萌

芽

セ

る
大
家

族

に

っ
き
て
見

る
も
撚

り

で
あ
り

(勲
六
)
、
更

ら

に
此
原

則

の
起

つ
た
所

以
が
、
歴
史
上

、
嘗

て

一
部

少
数

の
者

が
能
力

あ
る
に
拘
ら
す

、
或

は
君
主

の
辞
典

に
よ
り

、
或
は
横
暴

な
ε
カ

に
よ
b
、
或
は
蹴
な

る
特
権

、
ご
し

て
か
、
或

は
軍
事
上
経
済

上
特

別
な

る
.給
付

を

駕
し
だ
b

ご
か

い
ふ

こ
ε
の
爲

め
に
、
租

税
を
支
挽

は
な

か

っ
た

こ
ε
が

め

る
。
其

の
少

く
ε
も

一
部

の
者

の
不

都

合

(駐
七
)
に
劃
す

る
の
反
動

で
あ

っ
た
ざ

い
ふ

こ
ざ
に
よ

う
て
視

る
も

、
能

力
な
き
者

に
ま

で
も
負
措

せ
し
む

る
の
で
な

い
こ
蓬
が
分

か
る
。

勿
論
夫

の
負

措

一
般
原

則
は

国
民

の
負

据
義
務

に
は
基

く
(駐
八
男
其

あ

る
が
故

に
能
力

あ

る
以
上
は
皆

な
負

据
し
な
く

て
は
な
ら

P
こ

い
ふ
の

画



k

で
あ

る
。
併

し
此

国
民
的
義
務

ε

い
ふ

こ
`
が
、
能
力

な
き
者

に
ま

で
も
職
務

を
強
制
す

る
の
で
は

な
く
、
能
力

あ

る
だ
け
に
て
は
凡

べ
て
其

義
務
を
負

掬
す

べ
し

ε
い

ふ
に
止
ま

る
(註
九
)。
或
は
夫

の
原
則
が
、
今

日

の
国
家

に

.

於
け

る
各
人

の
権

利

の
雫
等

に
基

く

ご
も

い
は

る

}
が

(註
一
〇
ζ

其

は
當

ら

粗
。

夫

の
原
則

は
國
民

義
務

に
は
基

く
が
墾
等
樒

利
に

は
基

か
蹟
(註

=

)。
多

少
橿
利

に
不
竿

等

が
あ

っ
て
も

、
国
民

た
る
以

上
は
其

一
般

に
負
捨

の

義
務

が
あ

る

べ
き
で
あ

る
。
假

b
に
又
庇
催
利

の
季
等

が
負
確

の
半
等

に
關
係

あ
り
て
、
其

よ
り

し
て
間
接

に
負

措

の

[
般

に
も
關
係

あ
り
ご
し

て
も
、
其
場
合

の
負
櫓

の
牢
等

ε

い
.ふ
こ
ε
は
、
各
人

同

一
額

の
負
捲

ε

い
ふ
こ

`
で
な
く
、
各

人
其
能
力

の
大

小
、に
懸
じ

て
李
等

に
負

捲
す

べ
し
ご

い
ふ
こ
蓬
で
あ
り
、
随

ふ
て
共

電
關
係

あ
る

負
措

の

一
般
も
、
能
力

あ

る
腱

に
於

け
る
負
権

の

一
般

こ

い
ふ

こ
ξ
に
外
な

ら

ぬ
。
何

れ
に
し
て
も

夫

の
原

則

の

意
義

は
む

し
ろ
能

力
あ

る

に
拘

ら

す
負
捲

を
見

る

》
を

許

さ
ざ

る

ε
共

に
、
能
力

な
き
者

は
常
盤
負

推
を
免

れ
し

む

る
ご

い
ふ
に
在

る
。

故

に
又

質
摺
す

る
入

に
就

い
て
見

れ
ば
、
嗅

の

一
般

で
な
く
絶

勤
の

一
般
で
な

い
。

唯

だ

能
力

乙
の
相
封
.關
係

に
於

け
る

一
般

で
あ
る
。

(註
ヨ
)
ロ
ツ
ツ
に
、
課
税
の
一
般
に
、
皆
人
が
税
法
に
從
一1
ぜ
ら
ろ
㌔
こ
こ
々
意
味
す
う
の
み
な
ら
ず
、
法
律
が
租
税
測
定
の
、
一般
に
言
ひ
衷
1工

訂

さ
れ
た
る
原
則
炬
、
平
等
に
貴
行
し
瑳
く
て
は
な
ら
岨
こ
ε
々
意
味
ず
る
ε
い
ふ
。

し

じ

コ

し

し

も

ロ

も

(註
圏
げ例

之
、

ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
租
醗

一
般
の
原
則

に
、
凡

べ
て
の
箇
別
輝
澗
が
其

物
的
性
状

の
如
何

々
問
に
ゆ

、
且

つ
之
た
代
表
す
ろ
欄
利
生
磯
の

如
何
な
悶
に
す

、
租
税
給
付
に
馴
入

れ
ら
る
」
こ
ξ
存
示
す
。
此
が

一
部
に
主
観
的
で
、
租
税
義
務
者

の
人
に
關
し
、

一
部
ば
客
観
的
で
、
原
則

的
且
つ
舞

煮

全
舗

藝

の
凡
べ
て
の
物
質
捜

分
騙

ず
蕊

ふ
て
居
・
。
そ
し
て
・
グ
†

も
、
純
財
政
的
に
見
れ
ば
こ

碧

い
ふ

論

蟻

租
税
置
据
の
一般
ピ
租
税
の
民
撮
化

第
十
五
巷

(第

一
蛾

一
七
)
.

}
七

3}亙.otz,Fw.S,264.
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ダ
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齢

叢

爵

租
税
員
櫓

の

一
般

`
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

噌
號

一
八
)

一
八

へ

ら

し

ぢ

し

,
ぎ

が
文

字
逓
り
に
取
ら
れ

、
樋

ふ
て
各

の
国

民
淋
期
待
の
大
小

ε
財
産
所
得
ピ
動
勢
所
得

ピ
な
問

に
で
原
則
上
租
税
義
務
あ
る
・
ミ

」
な
る
意

い
ふ
て
居

ろ
。
1

尤

も
フ
グ
ナ
ー
遇
肚
會
政
策
上
よ
り
見
れ
ば
、
一
般

ζ
い
ふ
こ
ピ
が
文
字
通
り

に
取
ら
れ
ア
、
凡
べ
て
の
国
民
ミ

い
ふ
ご
ε
に

取
ら
れ
す
「
む
生
ろ
渉
所
得

特
玉
動
労
所
得
[な
有
す
る
八
な
凡
べ
て
の
租
税
よ
り
叉
に

[
定
の
脱

(例
之
直
接
所
得
税
)
よ
り
の
免
除

が
現
に
れ

得

る

(最
小
活
資
免
脱
の
肚
會
的
要
求
)

ミ
い
ふ
て
居

る
。
街
、
彼

に
附
説

し
て
曰
く
、
本
来

、
純
財
政
的
観
察
熟

瓜
り
し
て
に
、
小
所
得
の
原

則
上

の
免
税
這
い
ふ
ご
ε
は
排
斥
す

ぺ
.き

こ
ピ
で
あ
ろ
。
租
税
枢
画
家
及
公
共
的
行
爲
の
正
雷
な
る
理
解

に
依
れ
ば
、
勢
働
の
舞
働

ξ
し
て
の
必

要
な
る
支
出
叉
に
必
要
な
る
生
産
費

ド
齢
し
、
小
氏
も
が
他
の
者

ミ
均
し
く

、
此
の
如
き
支
出
な
爲
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
然

る
ε
き
に
免
税
が

　
ミ

唯

π
固
有
の
貧
民
凶
ち
公
共
的
施
阻
八
竜
豪
く

る
者
の
み
「
興
ふ
べ
き
で
あ
る
o併

し
泄
會
政
策
的
観
察
購
よ
り
し
て
1工
問
題
の
決
定
に
全
く
異

る
o

此
に
て
に
小
な
ろ
纒
濟
上
の
給
付
能
力
の
上
の
顧
慮
よ
り
、
小
所
得

が
人
税
な
免
ぜ
ら
ろ
べ
き
で
あ
ろ
。
而
し
て
他

の
視
時
に
政
錯
視
の
其
上
の

ゆ

μ冤
除

あ
が

、
此

が
貴

行

す
べ

き

ε
き

ト
ー1
辯

護

ぜ
ら

ろ

べ
春

で
あ

る
ε
。

セ

旨

し

も

へ

し

(註

五
)
ス
ト
ル
ツ
ソ
は
、

一
般

の
原
則

一1
、
正
富
に
解
す
れ
ば
、
他

の
破
税
者

よ
り
も

一
暦
大
な

る
殿
迫
な
し
に
租
税

な
貢
捲

す
る
能
力
あ
ろ
箇
別

ね

レ

.

経
済

が
免
溌
さ
れ
て
は
な
ら
均
ε
い
ふ
ご
ε
々
意
味
ず
る
。
此

ド
凡
べ
て
の
事
情
の
下
に
各
箇

の
箇
別
経
済
が
、
何
等

か
の
税
よ
り
課

ぜ
ら
れ
な

く
て
11
な
ら

の
ミ
い
ふ
意
味

が
置
か
れ
て
11
賦
ら

ぬ
。
何

ε
な
れ
ば
此

に
よ
り
て

一
般
の
原
則
が
平
等

ピ

「
致
す
べ
か
ら
ざ
る
意
味

為
も

つ
こ
ミ

ロ

し

ロ

し

し

ち

せ
取

る
か
ら

こ

い
ひ
、

エ
i

霊

ヒ
も
、
課
溌
の

一
般

即
ち
-
租
税
な
徳

ひ
得

る
各
人
が
人
の
椛
威
に
干
係
な
く
租
税
な
彿

ふ
ご
ピ
の
要
求

ξ
い

㌔
(註

六
一
ア
y
ト

ニ
ー
は
、
歴
艮
的
に
も
課
税
の

一
般

ε
い
ふ
こ
ε
が
辯
護
ぜ
し
む

ゐ
。
吾
人
が
社
倉

の
最
下
層
た
ろ
家
族
、
實

に
其

よ
り
し
て
次
第

に

{
暦
高
音
共
同
團
胆

が
成
形
」
た
所
の
其

の
家
族

に
就
て
見

る
も
、
其
家
族

の
範
園
が
少
し
く
廣
く
な
る
や
否

や
、
家
長
の
み
が
最
早

凡
べ
て

.

カ
し
ね
し
も
し
カ
ロ
ら
し

う

の
者

の
欲
望
か
満
足
す
る
こ
ε
が
出

米
厭
い
で
、
此

に
堪

叫
暑
所

の
他

の
家
族
員
の
共
力
及
給
付

に
も
指
定
ぜ
ら

る
、
こ
ε
な
示
す
ミ
い
ふ
。
6

(註

七
〉真

中
に
つ
§
特
別

の
勤
務
叉
は
報
償
の
件

ふ
だ
げ

で
は
正
當
で
あ

っ
た
が
、
其
伸
11
鳩
も
の
は
不
當
で
あ
り
、
前
者
に
て
も
其
後
・
特
別
勤

務

の
潰
滅
し
た
に
拘
ら
ず
免
税
の
特
典
だ
げ
残

る
も
の
に
至
て
は
、
不
嘗
で
あ
る
。
之
ド

つ
き
ア

ン
ト

ニ
!
に
、
蔵

持
に
に
免
税
が
僧
侶

ε
騎
士

ぞ
、
ド
其
優
勢
な
ゐ
地
位
の
爲

め
に
叉

に
人
的
r
行
一1
れ

た
る
勤
務

の
爲
め
に
、
而
し
て
此
後
の
場

合
F
11
十
分
正
常

に
許
異
ゼ
ら
れ
た
ピ
い
ひ
、

4)
5)
6)

Heckel,Lehrbuch.1.S.180.Wagner,Fw.2Au日.11.S.382.384.⑳5.

Stntz,a.a.0.S.3「.Eheberg,Fw.gAuH.S.【62-3.

Antoi,!)leSteuel'5,呵ekFeilnZ.卜anllner111alternitderDurchf田1rungder

All己enleinheitderβesteue`ung.kinFinanzArchav.5∫9.11.S.383。)
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ア
ア
イ
フ
ァ
τ
も
當
時

値

の
者
よ
ゆ
も

一
瞬
多
く
給
付

し
た
箇
八
が
之
に
封
し

、
盗
り
少
苛
税

な
抽
ふ
こ
ε
が
公
挙

こ
見
ら
れ

る
こ
ε
な
得
た

即
ち
專
ら
國

凹
に
営

7一
六
る
騎
士
が
之
が
窮
め
に
免
税
ぜ
ら
れ
た
ξ
壱

に
・
此
が
當
時

の
親
祭
鮎
工
り
し
て
は
理
解
ぜ
ら
れ
れ
ε
い
ひ
、
ホ
ッ
〃

に
、本
圃

の
爲

め
に
功
努

め
る
人
に
免
税
が
與

へ
ら
れ
、本
圃

の
爲
め
に
武
器
々
櫓
…ふ
人
に
租
税
恩
典

が
凱
ハ
へ
ら
れ
れ
こ
建
、
前
に
英
國

に
て

=

ハ

九
四
隼
の
古
春
確
定
地
租
が
相
雷
な
る
資

本
の
文
佛

に
よ
り
賠
償

ぜ
ら
れ
て
、
永
久
に
.免
税
ぜ
ら
れ

る
こ
ご
11
公
正
の
観
察
貼
よ
り
完

全
に
辯
護

「

ぜ
ら
る
ε

い
ふ
。
尚
又
-
夫
の
特
別
給
付
の
件
に
掩
免
税

も
今
日
で
こ
そ
不
嘗
こ
い
に
な
く
て
ば
な
ら

ね
が
、
常
時
の
階
級
的
不
平
等
の
時
代

に

に
其

』
格
別
不
公
平

`
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
之
に
つ
匙

ン
グ
ナ
「
に
、
奮
時

の
階
級
的
免
税
及
特
灌
ば
、
夫
の
時
代

の
全
艦
の
法
律
事
幡
…
こ
調

和
す
る
。
當
時
と
し
て
11
不
公

正
ピ
い
ふ
々
得

禰
ξ
い
ひ
、

ヘ
ツ
ケ
ル
も
、
　歴
.堤
上
存
し
た
ろ
免
税

ば
、
或

11
圃

君
の
辞
典

に
基
音
、

一
部
に
中

央
槻
力
の
韓
弱
に
乗
じ
た
ろ
横
暴
及
灌

力
に
基
く
。
多
く
は
此
が
他

の
縄
濟
及
軍
事
上

の
給
付

む
關

係
に
立

ち
、
中
世
的
見
解
及
専
制
國

に
於
け

η
・

ゐ
臣
民
の
横
利
不
雫
等

の
精
神

に
滴
慮

ず
ピ
い
ふ
。

(謎
八
)
ワ
グ
ナ
τ
は
、

一
般
原
則
の
適
用

に
於
て
、
出
穂
貼

に
課
税
が

一
般
国
民
的
義
務

也
こ
い
ふ
原
則
.」
取

ら
れ
得

る
ピ
い
ひ
、
フ
オ
ツ
ケ
は
租

税

の

一
般

ざ
い
ふ
こ
ご
は
、
其
目
的
よ
り

-
及
共

同
園
髄
が
凡
べ
て
の
其
團
艦
長
よ
り
及
其
幽
磯
貝

の
爲

め
に
成
立
し
、
随
ふ
て
其

凡
べ
て
の
者

に
よ
り
て
維
持
さ
れ
な
く
て
に
な
ら

ね
ε
い
ふ
事
情
よ
り
直
接

に
位
中

る
。

「
般

遭
い
ふ
・、
ミ
ば
国
家
の
道
義
的
仕
一貫
の
直
接

の
結
果
で
あ
ろ
ざ

い
ひ
、

シ
エ
フ
レ
ー
も
、
課
税

の

}
般

ε
い
ふ
ご
ピ
に
、
共
同
團
燈

へ
の
画
家
的
及
輕
濟
的
従
属
に
重
り
て
生
じ
及
理
訂
附
げ
ら
れ

ろ
o
給
付
能

力
の
標
準

に
よ
ろ
租
税
貝
櫓

の

一
般
に
、
各
の
給
付
船
力
め
ろ
各
員
が
此

の
如

首
も
の
ミ
し
て
租
税
義
務

あ
り
、
且
つ
反
封
給
付

に
關
係

な
く

、

租
税
力
`
し
て
現
に
ろ

、
こ

こ
に
理
由
つ
げ
ら

ろ
ξ
い
ふ
。
そ
し

て
ベ
ー
ル
も
、
全
租
税
額
の
支
沸

ば
国
民
全
罷

の
義
務
で
、
租
税
義
務

ば
固
有

な
る
国
民

の
凡
べ
て
の
階
轡

廣
が
ろ
・
之
に
よ
り
て
同
時

に
国
民
の
或
階
級

の
耗

の
欝

に
導

べ
か
ら
ざ
ろ
こ
慕

い
ば

を

爲
㌔

(註
九
)
ア

ン
ト

ニ
ー
に
、
八
の
納
税
轟
務

に
、
人
が
租
脱
な
櫓

ふ
ぺ
せ
能
力
々
も

っ
こ
ピ
に
係
る
ξ
い
ひ
、
シ
ェ
フ
レ
!
も
、
課
税

の

一
.股
及
午
等

の
原
則
は
、
圏
睡
員
`

い
ふ
こ
ε
に
よ
り
て
條
件
ぜ
ら
れ
た
義
務
…ご
、
公
共
的
贈
}用
の
爲

め
に
霊
す
べ
告
租
税
ヵ
・こ
よ
り
生
ず

竃
い
ひ
、
フ
オ
ツ

ラ

ヶ
も
(
租
税
義
務
に

一
般
で
無
例
外
で
あ

み
が
、
此
が
履
行
貫
絵
付
能

力
な
壱
露

に
に
要
求
ゼ
ら

ろ
、
能
は
す

建
い
ふ
θ

(
註

一
〇
)例
之
、

ヘ
ッ
ケ
ル
に
、
租
税

「
般

の
要
求
ば
、
横
利
及
文
化
国
家
井

に
凡
べ
て
の
國
艮
の
横
利
義
務

の
子
等
の
吾

人
の
近
世
的
理
解

の
韻

論

叢

租
税
頁
櫓

の

一
般

己
粗
漉
の
民
衆
化
.

第
十
五
巻

(第

一
號
.

}
九
)

・「
九

7)

8)

9)

.. A1、tbnil.乱.a.0.S.38斗.Pfei「 ㌦…r',St蹴t5ein職1'mげ 、.II.S..34,

6rentlichenAb目abenundSchuldel1.S.'it.Wagner,a,a,

Heckel,a.a.0.S.181.

W・ ・gner,a.a.0.S.篤92.Vocke,PieAU,,aben,Au翔ageRund

S.173.Schi㌧ 田e,SteuermA.「.S,44.44-5,MIIrhald,a.a.0.

Antoni,a.a.0.S.387.SchafHe,a,a.0.S.45.Vocke,Fw.S.
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一

、、

論

叢

租
税
負
禰

の

【
股

ミ
租
脱
の
民
衆
化

・

r

第
十
五
巻

(第

一
號

二
〇
)

二
〇

露
で
め
る
。
、即

ち
平
等

欄
利
の
存
す
る
慮

ド
ー1
・
凡
べ
て

a
者

の
義
勝
浜
給
付
し
平
等
で
、
何
等
の
例
外
な
音

・
;
」
が
正
當
で
あ

み
竃
い
ひ
.
グ

ル
ン
ツ
エ
ル
も

、
近
世

撒
法
画
家
で
は
、
公
正
よ
吸
し
て
課
税

の

}
般
が
生
チ

ゐ
。
何
ピ
な
れ
ば
凡
べ
て
の
者

が
法
律

の
前

に
同
等
で
あ
ろ
か
ら

ゆ

ピ
い
ひ
、

マ
ル
ク

ス
も
、
所
得

の
貢
献
義
務

の
主
観
的

一
般
11
、
.各
国

民
の
纈
利

の
平
等
よ
り
生
マ

ε
い
ふ
た
。

(
駐

=

)
シ
エ
フ

レ
ー
に
・
給
付
能
力
の
標
準

に
よ
ゐ
租
税
員
撫

の

一
般

11
、
興
国
照

の
各
員

に
謝
し
て
平
等

の
椛
利
々
行
ふ
こ
ε
の
爲

め
で
な

い

二
㍉

ラニ
租
税
負
推

一
般
原
則
の
適
用
ー

ラA
此
原
則
の
例
外
一

原
則
に
例
外
の
な
い
こ
ご
は
山
來
難

い
。
多
少
の
例
外
已
む
を
褥

の
。
け
れ
こ
も
例
外

`
が
あ
ま
り
に
多
く
な
る
ε
、

一
般
ε
い
ふ
原
則
が
無
意
義

に
な
る
。
其
故

に
此
が
例
外
は
山
衆
る
だ
け
狭
き
に
限

定
さ
れ
な
く
て
.は
な
ら
諏
。
嘗
時
に
見

た
る
如
き
階
級
的
例
外
は
全
く
止

め
な
く
て
は
な
ち

函
。

一
般
原
則
の
例

外
た
る
免
税
に
は
色
々
の
種
類
が
あ
る
。
.實
贋
上
の
〔眞

の
、
叉
は
純
榔
な
る
〕
其
ε
、
名
義
上
〔叉
は
形
式
上
)
の

其

ε
、
外
見
上
の
共
ε
が
あ
る
。
形
式
上

の
共
ε
い
へ
ば
免
税
を
憂
く
る
者
が
他
の
方
法
又
は
他

の
場
庭
に
て
其
所

の

お

　

ユ

得

に
つ
き
給
付
義
務

を
負

ふ
場

合

の
で
、
外

国

に
於

け
る
土
地
家

屋
瞥
業
等

よ
り
生

す

る
所
得

の
免

税
、
.多
く

の

國

に
行

は

る

、
所
得

税
に
於
げ

る
小
所

得

の
免
税

註

」
二
)な
ざ
は
典
例

で
あ

る
。
株

士
山
に
て
課

せ
ら

る

エ
が
薦

め

.

に
法
人

の
庭

に
て
冤

税
せ
ら
る

』
の
も

、
見
様

に
よ
.b

て

は

此

で
あ

る
(註
=
三
。
外
見

上

の
免
税

芒
は
、
被
菟

.

10

、
視
者
が
公
共
的
勤
務
を
爲
す
が
爲

め

に

國
家
其
他
の

公
共
團
燈
を
し
て
其
経
費
を
節
せ

し

む

ゐ
場
合
の
で
あ

り
(量

四
)
、
.今
日
に
於
け
る
慈
善
團
醗
、
私
立
學
校
等
に
封
ず
る
免
税
の
如
き
、
警
聴

に
於
け

る
職
孚
勤
務
.の
義

10)

11)

12)

11り

14)

Heckd,a.a.O,S,1εo.Gruntzel,GrulldrbsdeτFw.S.30.Mu■hard,a。

a.0,S.94,

Sch几f㌍c,}し.a.O.S.44.

馳1eckel,a,a.0.S.182.

Hecke1,ebenda.

Hecke1,a.a.り.S.18夏 一2.Walcker、Fw .S,27.
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、

務

の
給
付

き
把

る
地

主

の
免
税

の
如

き

で
あ
る
つ
貴

賓
上

の
免
税

ε
は
以
上

の
如

き
關
係

な

き

場
合

の
其

で

(註

一
五
)
、
眞

の
免
税

で
あ
る
。
暫

時
廣

ぐ
認

め
ら
れ
た

貴
族

、
傅
侶

等

の
免
税

が
其
れ
で

、
今

日
も
共
遺
物

こ
し
て

併

し
叉
、
其
地
位

に
封
ず

る
特

別

の
韓
敬

よ
り
、、
特

に
君
主

、
大
公
使
等

に
謝

し
て
免
税
す

る
こ

ピ
は

み
る
。
此

中

に
就

き
醤
特

の
は
ネ

當

で
あ

る
が
〔註
=
○
、
今

日

に
於

け

る
も

の

Σ
如

く

に
範
園

の
極

め
て
限
定

さ
れ
π
る
例

外

は
、
格

別
弊
害

も
な
か
ら
う
か
ら
、
此
位

の
事
は

已

む
を
得

兎

こ
ε
で
も
あ

b
、
.又
穂

當

の
事

で
も

め
ら
う
。

(駐
一
二
)諸
圃
F
於
げ
る
所
得
税
ド
て
「
定
以
下
の
小
所
得
々
免
税
す
ろ
の
ば
、
此
に
全
然
紺
付
能
力
な
し
ご
認
め
れ
ミ
い
ふ
よ
叫
は
、
む
し
ろ
賢

際
[各
国
に
避
く
べ
か
ら
す
に
存
す
る
所
の
消
澱
粉
F
て
小
所
得
者
が
可
な
畔
割
合
一重
必
・頁
櫓
…た
爲
す
の
埋
一合
ぜ
芒
い
ふ
趣
ロ目
に
出
て
居
ろ
。
カ
イ

ノ
ル
に

(自
由
涯
の
見
解
F
依
れ
ば
)、

小
所
得
々
直
接
税
よ
ゆ
免
ず
ろ
ε
ゼ
ふ
第

一
の
外
見
上
の
例
外
は
、
小
所
得
の
間
接
税
に
依
る
蜜
課
の

瑚

爲
め
に
租
税
比
例
の
素
さ
る
N
に
射
し
、
{買
質
的
租
税
比
例
々
惟
ろ
こ
ミ
に
外
な
ら
沿
ピ
い
ふ
。

・

、

)む

(駐

=

二
)
ア

ン
ト

ニ
ー
も

、
法

人

に

て
に

、
人

の
取

ろ
所

の
見
解

に
エ
り

て

、
實
際

上

文

ば
外

見

上
の
冤

税

が
行

11

ゐ

ぜ」
寫

す
。

コ

ラレ

ハ註

■
四
)此

に
ワ
グ
ナ
ー
の
外
見
上
火
は
形
式
上
の
免
税
ε
い
ふ
の
に
當

る
。

〕ゆ

(駐

一
五
)
ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
対
償

ε
し

て
.免
税
者

の
相
當
な
み
反
封
給
付

の
対
立

ゼ
ざ
る
ミ
春
匡
、
免
税
が
實
質
的
也

ε
い
ふ
。

(註

=
ハ
》

ル
ン
ツ
ェ
ル
ー-
・
或
租
税
特
樒

11
課
税

一
般

立

撃

τ

・
い
ひ
、
ヲ
グ
ナ
ー
に
、
眞

の
免
税

ド
つ
い
て
は

-
吾
人
の
今
日

の
備
利
自

助

　寛
ド
依
れ
ば
腰
止

り
必
要
が
畢
に
れ
ず

ミ
い
ふ
。

或

は
之
な
法

律
の
癒
用
の
平
等
よ
り
し
て
説

く
。
例

之
、

ロ
ツ
ツ
は
、
近
世
法
治
国

の
原
則
に
,
法
律
が
人
の
差
別
な
し
に
行
は
る
㌧
こ
ε
で

あ

る
。
此
原
則
が
租
税
義
務

の
上
に
適
用
ぜ
ら
れ
て
・
税
法
が
費
人
に
行
11
ろ
㌧
。
各
人
の
優
れ
た

る
肚
會
的
地
位

の
爲
め
の
租
種
事
項
に
於
け

ろ

特
警

此
三

碧

害

い
ひ
・
カ
イ
ヅ
霞

・
吾
人
が
竹
琴

日
垂

税
事
項
に
つ
き
公
昔

者
ふ
ろ
か
。
醤

ル
ベ
て
雅

量

革

嚢

.

る
人
民
に
-
租
税
法
律

に
よ
り
て
も
互
に
平
等
な
ゐ
べ
(
、
艶

ふ
て
法
律
に
よ
り

一
般

に
確
定
さ
れ
た
る
條
件

か
存
マ
る
以
上
に
、
各
人
が
租
税

瀧

叢
.

租
税
頁
撫

の

一
般

ピ
租
幌
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

一
號

二

こ

二
戸

、

15)

1㊦

17)

18)

19)

. Kaizl,NW,II.S.w8.

Antoni,a.a.0.S.386.

、V.9L,`1er,a.a.0.S.399

HeckeL,a,a.O.S.18「.

Grunしzel,a,a.0.S.30,Wagncr,a.a.0。S.叙}.
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'

論

叢
.
.

租
税
貝
櫓

の

一
般
ε
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

「
號

二
二
)

二
二

な
課
ぜ
ら

る
べ
く
、
叉
に
各
人
が

之
な
免
ぜ
ら
る
べ
く
、
人
文
に
階
級
に
關
す
る
或
例
外
か
許
す
.へ
か
ら
ず
ピ

い
ふ
ご
ε
で
あ
る
ε
い
ふ
・.

ラ
　

β
此
原
則
ざ
最
小
活
資
の
免
税
一

〔

一価
負
捨

一
般
原
則
の
例
外
な
り
ゃ
1

夫

の
最
小
活
資

ξ
し
て
冤
挽
さ
る
る
の
は

一
般
原
則
の
例
外

か
何
う

ラ

ノ

.

か
。
往
・
に
し
て
此
が
典
例
書

し
で
敬
え
ら
れ
て
居
・
♂

れ
ξ

夫
の
負
塗

磐

原
則
が
能
力
あ
島

に

漏

な
く
負
捲
せ
し
む

べ
し
ε
.い
ふ
の
義
で
あ
り
、
そ
し
て
最
小
活
資
の
免
税
が
其
庭

に
能
力
な
し
ε
い
ふ
が
爲
め

に
免
税
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
小
活
資

の
免
税
は
夫
の

一
般
原
則
の
例
外
で
な
い
ε
認
め
な
く
て
は
な
ら

の
。
尤
も
之
を
夫
の
原
則
の
鰍
外
で
な
い
ご
認
む
る
ε
し
て
も
、
此
が
法
律
孕
等
適
用

の
例
外
だ
ら
す
ε
い
ふ
意

味
謀
り
す

る
も
あ
b
(註
一
七
)、
叉
此
が
軍
に
形
式
上
の
免
視
で
輿

の
免
視
で
な
い

ε

い

ふ

見
方
よ
り
す

る
ぴ
あ

る

(註

一
八
)
。

(註

一
七
)
ロ
ツ
ツ
に
曰
く
、
最
小
活
資
の
薦
め
の
免
税
に
此
原
則
の
例
外
で
な

い
。
二
三
の
直
接
課
税
よ
り
極
貧
民
な
免
除
す

る
こ
ご
は

・
給
付
能

力

の
存
在
す
る
に
拘

ら
す
在
ず
頭
の
で
な
い
。
(北
殿
μ
能
力
の
存
否

壽

立
論
し
て
居

ろ
面

内
消
費
税
及
闊
繋

り

必
要
消
費
晶

の
免
除

ぼ
或

　

人
的
特
典

ご
何
等

の
關
係
が
な
い
ミ
(此
鈷
が
法
律
学
等
適
用
よ
り
立
論

さ
れ
て
居
る
)
。

(註

一
八
)前
掲
註

一
二
密
照

、

　
ナ幡

最
小
活
資

に
茎

然
免
税
す

べ
き
や
i

古

い
ふ
聖

、
最
小
借
貸

に
は
全
然
、
能
力
な
し
ε
す
る
な
ら
ば
共

ラ

免
税
は
夫
の

一
般
原
則
の
例
外
で
な
い
が
、
1
私
は
此
最
小
活
資

に
あ
極
軽
小
な
が
ら
能
力
は
あ
り
、
随

ふ
て
此

「
(

に
も
極
軽
易
な
る
特
別
の
課
税
が
可
な
り
ご
思
ふ
。
随

ふ
て
叉
、
此
に
夫
の

一
般
原
則
の
例
外
が
起
ら
ざ
る
こ
ε

'

20)

21,
22)

Lotz,a・a.V・S・264・Kaizl,a ,a.O.S、[95.

Hecke】,a.a.0.S.18z,

Lolz,a.a.0.S.264,



に
な
る
。
唯
だ
此
最
小
活
資

に
當
る
も
の
に
も
直
接
課
税
を
行
ふ
ε
し
て
も
、
凡

べ
て
の
人
に
殖

っ
て
極
貧
者

に

も
之
を
課
す
る
こ
ε
は
行
ひ
難
く
、
随
ふ
て
實
際

の
問
題
は
、
.直
接
課
税
に
於
け
る
免
税
黙
を
、
夫
の
最
小
活
資

の

當
然
の
要
求

だ
る
文
化
自
然
的

に
必
要
な
る
最
.小
度

の
生
活
資
料
を
供
す

る
に
足
る
も
の
よ
り
も
多
少
低
く
定
め

て
、
此
発
税
黙
の
直
ぐ
上
に
位
す
る
所
に
極
輕
き
牽
の
税
を
課
す

る
・し
い
ふ
こ
ε
、
す

る
か
、
將
た
直
接
課
税
に

於
け

な
発
枇
黙
を
文
化
自
然
的

に
必
要
な
る
最
低
度
の
生
活
資
料
を
供
す
る
も
の
ε
い
ふ
庫
に
定
め
る
か
ご

い
ふ

こ
ε
に
あ
る
。
そ
し
て
私
は
此

に
つ
き
前
者
を
探

る
。

つ
ま
り
直
接
税
の
免
税
黙
を
嚴
俗
な
る
最
小
活
資
よ
b
も

低
き
庭

に
定
め
る
こ
ε
を
薦
む
る
も
の
で
、
此
が
實
際
上
に
も
都
合
【臭
き
の
み
な
ら
ず

、
理
論
上
に
も
辯
護

し
得

ε
思
ふ
。
夫
の
最
小
活
資
以
下
で
は
生
活

さ

へ
出
来
ざ

る
こ
ご
エ
な
り
其
上
に
挽

な

ご

一
文
も
出
す

飴
地
は
な

い
。
此
庭

に
給
付
能
力
は
全
く
な

い
虐
も

い
ふ
け
れ
ご
も
、

一
膿
、
人
の
生
活
費
が
そ
ん
な

に
固
く
定
ま

っ
た
も

の
で
な

い
。
人
の
生
活
範
園
生
活
程
度
生
活
費
随
ふ
て
最
小
活
資
は
屈
伸
力
の
め
る
も
の
で
め
る
(継
「
九
)。
何
う

し
て
も
動

か
さ
れ
諏
も
の
な
ら
ば
仕
方
も
な

い
が
、
伸
縮
し
得

る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
家
公
共

の
爲
め
に
輕

小
な
る
質
権
を
駕
し
て
生
活
費
を
縮
め
た
ら
憂

い
。
其
が
彼
等
に
重
く
は
あ
ら
う
が
、
全
く
堪

へ
ら
れ
な
い
ε
い

ふ
こ
ピ
は
出
來
な

い
。
夫

の
最
小
活
資

が
絶
封
自
然
的
の
必
要
費
で
あ
る
ご
す
れ
ば
其
上
切
詰

め
の
鯨
地
も
殆
ん

ご
な
か
ら
う
が
「
、其
が
文
化
自
然
的
の
必
要
費
に
止
ま
る
に
於
て
切
.詰

め
縮
少
の
餓
地
な
し
ビ
は
い
へ
な
い
。
其

ノ

も
国

家
公
共

の
大

な
利

益

の
前

に
は
其
を

爲
す

ご

己
が

堪

へ
ら

れ
る
。
そ
し

て
此

の
如

く
最
小
活
資

以

下
に
も
課

論
.
叢

租
税
貢
櫓
の
一
般
ピ
租
税
の
民
衆
化

r

第
十
五
盤

(第
一
槻

一一三
)

二
三

'

「

■



論

叢
.

租
税
頁
憺
の
.一
般
ピ
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第
}
號

二
四
)

二
四

税
し
、
免
税
勲
を
低
く
定

め
る
こ
ε
に
よ
レ
て
、
負
櫓
を
出
來
る
だ
け
廣
く
多
く
の
人

4
に
課

さ
う
ξ
い
ふ
、
即

ち
租
税
の
民
衆
化
て
ふ
政
治
上
の
要
求

に
も
適
う
。
且
又
最
小
活
沓
ハ
に
聞
す
る
此
の
如

き
理
解
に
よ
り
て
、
夫
の

今
日

の
財
政
に
於
て
避
け
難
き
奢
侈
的
消
費
品
に
課
す

る
消
費
税
も
辯
護
し
得

る

し
.

敗
盗
視
等
も
辯
護
し
得

る
。
勾
若

も
最
小
活
資

`
は
文
化
自
然
的
必
要
な
る
最
低
度
の
生
活
資
料
ε
駕
し
、
此
を
供
す

べ
き
範
園
の
所
得

く

に
給
付
能
力
な
し
ξ
い
ふ
こ
ε
を
固
守
し
之
を
貫
徹

せ
ん
ε
す

る
な
ら
ば
、
今
日
の
財
政
は
随
分
嬉
困
却
し
な
く

て
は
な
ら
の
。
今
日
多
く
の
國
に
て
行
は
る
る
所
得
税
の
免
税
黙
な
ざ
も
未
だ
決
し
て
此
理
想
に
は
適
慮

せ
す
、
之

を
此
理
想
に

一
致

せ
し
む
る
が
矯

め
に
は
、
今

一
層
の
引
上
を
行
は
な
く
て
は
な
ら
澱
。
然
る
、ε
き
は
唯

さ

へ
高

き
所
得
税
牽
の

一
層
の
引
上
を
も
飴
儀
な
く
す

る
こ
ご

、
な
り
て
、
貴
行
上
の
支
障
を
生
す

る
。
其
は
ま
だ
何
ピ

か
行

へ
る
ピ
し
て
も
、
地
租
な
ご
の
如
き
牧
益
税
で
は
、

一
地

一
筆
毎
に
課
税
し
て
居
る
。
此
も
最
小
浩
資

に
課

税
す

る
機
會
を
多
く
生
す
る
か
ら
其
免
税
を
貫
か
う
ご
す
れ
ば
之
を
廃
止
し
な
く
て
は
な
ら
ず
(註
二
〇
)、
随
て
之

が
代
り
の
財
源
を
見
出

さ
な
く
て
は
な
ら
澱
。
此
を
高
き
免
税
黙
を
持

つ
所

の
財
産
税
に
求

め
る
こ
`
も
出
来
や

う
ε
も
考

へ
ら
る
る
が
、
夫
の
最
小
活
資
不
可
侵
に
適
ふ
ほ
こ
高

い
冤
枇
黙

を
持

つ
た
財
産
視
で
、
地
租
及
其
他
.

の
牧
盗
視
の
代
り
の
財
源
π
ら
し
め
る
こ
ε
は
事
實
困
難
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
亡
が
多
か
ら
う
。
其
は
ま
だ
何
ξ
か

な
る
遣
し
て
も
、
印
紙
税
や
登
録
税
な
ざ
の
交
通
税
に
て
も
所
詮
、
最
小
活
資
を
侵
す
可
能
が
あ
る
〔蓼

二
)
。
其

か
ら
.
一
般
に
消
費
税
も
同
じ
で
あ
り
書
二
二
)
、
、特
に
多
く
の
國

に
例
の
あ
る
生
活
必
要
品
に
課
す
る
消
費
税

に
至



て
は
荷
更
ら
最
小
活
資
を
侵
す

こ
ざ
に
な
る
(註
二
一三
。
此
等
も
多
く
の
國
に
て
は
之
を
維
持
す
る
こ
`
が
其
財
政

牧
人
政
策
上
巳
む

を
得
な

い
こ
ε
で
あ
り
、
或
度
ま
で
は
斯
か
る
色
々
の
視
に
よ
り
て
補
完
作
用
を
爲

さ
し
む
る

・
必
要
も
存
す
る
。
併
し
此
等
は
多
く
は
歴
史
傳
來
的
の
も
の
を
維
持
し
て
居
る
が
薦

め
で
、
思
切

っ
て
之
を
改
正

し
ゃ
う
ε
す
る
な
ら
ば
理
想
的

に
改
頁
が
出
來
膿
こ
ご
は
な
い
o
假
り
に
或
學
者
の
考

ふ
る
如
く
相
當
に
高
き
冤

税
黙
を
も

つ
た
所
得
税
、
財
産
税
、
相
続
税
な
ご
ε
、
奢
侈
的
消
費
品
に
封
ず
る
消
費
税
ε
を
以
て
租
税
鵤
系
を

作

つ
π
ご
し
て
、
其
れ
で
果
し
て
最
小
活
資
不
可
侵

が
行

は
る
＼
で
あ
ら
う
か
(註
二
四
)。
断
得
税
や
財
産
税
や
相

続
税
で
は
免
税
黙

さ

へ
高
く
す
れ
ば
、
最
小
活
資
不
可
侵
だ
け
は
行
は
れ
る
。
併
し
免
税
黙
の
高

い
だ
け
に
税
翠

も
自
然
高
(
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
こ
ご

、
な

っ
て
其
黙
に
て
實
行
止
の
支
障
の
存
す

る
の
み
な
ら
す
、
納
税
義
務

者

が
あ
ま
b
に
少
く
な

っ
て
、
租
税
民
衆
化
の
政
治
上
の
要
求
に
は
合
は
諏
(註
二
五
濱

其
は
ま
あ
已
む
を
得
な

い

ε
し
て
も
、奢
侈
的
溝
費
視
に
な
み
蔦
、
到
底
最
小
活
資
免
税
が
完
塗
に
行
は
れ
な
い
。
此
の
如
き
奢
侈
的
な
る
消

費

に
課
す
る
も
の
ε
し
て
實
際
多
く
の
國
に
邊
ま
る
Σ
も
の
は
酒
類
、
煙
草
、
砂
糖
を
最
ざ
す
る
。
少
く
こ
も
酒

煙
草
を
峡
く
こ
ご
を
得
漁
つ
庭
が
此
二
品
の
使
用
は
實
際
可
な
り
下
層
の
人
々
に
及

ん
で
居
る
。
此
が
使
用
の
禁

制
さ
れ
ざ
る
以
上
は
、
此
が
使
用

の
下
層
民
普
及

は
止
む
ま
い
。
、而
か
も
之
を
以
て
奢
侈

ε
か
贅
澤
ε
か
い
っ
て

見
て
も
、
肉
艦
勢
働
者
な
ご
が
疲
労
の
後
に
之
を
使
用
す

る
に
就
て
は
之
が
使
用
に
は
同
情

せ
ざ
る
を
得

濾
。
そ

し
で
彼
等
が
之
を
使
用
す

る
や
、
其
所
得
が
夫
の
最
小
活
責
以
下
の
場
合
に
て
も
、
何
こ
か
必
要
費
を
節
し
切
詰

諭

蟄

租
税
貝
櫓
の
一
般
ξ
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第
一
號

二
五
)

二
五



論

叢

租
稚
貢
塘
の
一
般
`
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

一
號

二
六
)

二
六

め

て
之
を
使
用

し
て
居

る
。
之

に
課
す

る
の
税

は
彼

等

の
最

小
活
資

を
課
税
す

る
こ

`
に
な

る
。
故

に
眞

に
ヌ
徹

底
的

に
最

小
活
資

を
免
税

し
ゃ
う

ε
す

る
な
ら
ば
、

此

の
如

き
游

費
枕

を
塵

止

し
断

念

し
な
く
て
は
な

ら
す

、
租

税
騰
系

`
七
て
は
高
き
免

税
黙
を

も

つ
た
所

得
税
、

財
産

税
、
相

続
税
等

の
み

に
て
仕
組
ま
な

く
て
は
な
ら

澱
こ

ざ
に
な

る
が
、
其

で
は
實

付
上
大

に
困
ま

る
こ
ピ

Σ
な
ら

な
く
て

は
な
ら

諏
(註
二
六
)。
尤

も
最
小
浩
資

に
属
す

る
.

小
所
得

に
て
も
、
其

に
免

税

の
許

さ
る

、
の
は
、
此

が
必
要
費

に
向

け
ら

る

Σ
だ
け
で
あ

っ
て
、
此

が
荷
く
も
奢

侈

的
清
寮

に
向

け
ら

る
～
以
上

は
、
其

課
税
.己
頓
を

得
す

ご
の
辯

解
も
山
薬

る
が
〔註
二
七
)、
併

し
此

の
如

く
勢

働

者

が
切
な

き
思

ひ
で
必

要
費

を
も
節

し
て
嗜

好
品
を

用

み
て
居

る
の
を
課
税

し
て
も
構

は
阻
こ
い

ふ
の
は
、
最

小

活
資
を
徹
底

的

に
免
税

し
ゃ
う

ご

い
ふ
態
度

ご
は
伺

う
も
調
和

し
な

い
。
・着
果

、
最

小
活

賞
で
も
奢
侈
的
消
費

に

.

向

け
ら

る

、
以
上

は
、
其

課
税

已
む
を
得

す

`
い
ふ
ご
ご

に
重
き

を
置

く
な
ら
ば
、
蕾

に
消
費
税

に

つ
い
て
之
を

い
ふ
の
み
な
ら

す
、
所

得
税

に

つ
い
て
も

、
最
小
活

貧
に
麟
す

る
所

得
も

が
、
奢
侈

的
清

畳
に
両

け
ら

る
る
可
能

少

か
ら

の
が
故

に
、
之

が
裸
視

已
む
を
得
す

ε

い
ふ

こ
ご

ε
な
り

、
最

小
活
資

の
課
税

を
認

め
な
く

て
は

な
ら

な

く

な
る
。

で
夫

の
最
小
活
資
免

税

ε
い
ふ
こ
ご
は
之

を

一
の
理
想

巴
す

る
に
止

め
、
實
際

の
租

税

に

つ
い
て
は
む

し

ろ
最

小
活

買

に
も
低
き
課

税
已

む
を
得
す

ご
認

め
る
の
が
穏

冨
で

め
り
、
又
庇

に
て
も
極

小
の
能

力

の
存

在
は

認

め
得

る
ピ
思

ふ
。
此

見
地

よ
り

し
て
所

得
税
、
.財
産
税

、
相
続

視
等

の
免
税

黙
を
あ
ぽ
り
高

く
せ
ざ

る
こ
ε
ε

し
、
そ
し

て
消
費
税

に
て
も
生
活

必
要
品

税
は
止

め
に
す

る
が
、
奢
侈

品
税

だ
け
は
、
假
令
爲

め
に
最

小
活
資

以

9



、

下
の
所
得

を
も

つ
細
民

も
が
之

を
負
措
す

る
こ
ε
`
な

っ
て
も

、
彼

`
て

も
全

く
給
付
能
力
な

き
の
で
は
な

く
、

一
方

に
必
要
費

を
節

し
て
奢
侈
品

を
用

み
や
う

ε

い
ふ

こ
己
で
生
活
費

の
切
詰
を
行

は
う

ε

い
ふ
な
ら
ば
、
同

時

に
他
方

に
国
家

公
共

の
矯

め
に
す

る
租
税

の
爲

め

に
生
.活
費

の
切
詰

め
を
行

ふ
こ
ご
ε
な
ら
な

く
て
は
な
ら

ぬ
ご

解

し
て
、
之

を
維
持

す

る
こ
ご
ざ
す

べ
き
で
あ

る
。
或

は
斯

の
如
く
す

れ
ば
、
下
層
氏

の
生
活

を
.塵
組

す
る
こ
ご

人
な

る
が
如

く
で
あ

る
が
、
併

し
夫

の
理
論
上

の
最

小
活

資
以
下

に
し
て
事
實
上

の
免

税
黙
以
上

に
當
る
も

の
の

直
接
税

を
極
輕
易

ε
爲
す

の
ざ
、
英
貨
捲

ε
な

る

べ
き

消
費
.税

の
物
艦

が
奢
侈
的

の
物

に
限

ら

る
る
ε

に
依
り

て
、

其
鵬
迫

は
大

し
た

も
の

で
は
な

か
ら

う
ε
思

ふ
。

(註

一九
評

ル
グ
ト
ー-
・
租
税
資
源
の
爲
め
に
使
用
す
べ
き
精
密
砿
る
最
小
活
資
の
確
知
に
不
可
能
乏
い
ひ
、
フ
ナ
ッ
ケ
も
、
最
必
要
な
ろ
生
活
需

要
ば
場
慮
的
に
も
時
間
的
に
も
確
定
ぜ
ざ
ろ
大
さ
な
ろ
こ
ミ
、
随

っ
て
最
小
活
資
葎
精
密
に
決
定
す
る
.
・亡
の
不
可
能
ざ
い
ふ
こ
こ
が
め
る
こ
い

ひ
、
ブ
イ
λ
チ
ン
ゲ
に
、
何
威
に
且皿小
活
資
の
限
界
心
引
く
か
に
「
常
-」
唯
一円
よ
り
恣
意
的
轟力
法
に
て
定
め
し
め
ら
ろ
こ
い
ひ
、
ホ
プ
レ
ヒ
ト
も

最
小
活
資
免
税
ば
頗
る
屈
伸
ヵ
あ
る
【
般
原
則
で
、
理
論
的
に
ば
輩

}
の
限
界
々
も
つ
が
、
此
限
昇
な
一
定
余
類
に
直
さ
ん
ピ
す
る
や
否
や
-
多

少
恣
意
的
に
決
す
ろ
の
蝕
儀
な
毒
こ
ピ
㌧
な
る
尋」い
ひ
、
ボ
ー
リ
ユ
ー
も
-
最
小
活
資
は
不
動
の
も
の
で
な
く
て
、
饗
化
的
の
し
の
で
あ
ろ
。
國

蒔

代
ミ
に
　

非
常
眞

・
あ

で
あ
き

い
ひ
、
・
ツ
シ
T

も
、
救
繁

受
讐

翁

`
し
て
、
家
族
の
大
さ
、
鐙

釣
及
精
神
的
堪

コ

市
場
状
態
等

の
各

の
相
違

ご
共
に
魏
化
す
べ
き
最
小
活
資

の
意
義

な
實
除
の
租
税
制
度

の
土
塁

こ
す
る
・、
ξ
は
可
能
で
な

い
で
あ
ら
う
ぐ、
い
ふ
。
.

綴
り
に
千
圓

々
最
小
活
資

ピ
侵
寇
し
て
も
、
其

か
ら
二
圓
な
り
三
圓
な
り
々
取
去

っ
た
薦

め
に
、
生
活
が
出

來
准

ゼ
ε
い
ふ
ご
建
は
な

い
。
ま
た

千
圓

な
最
小
活
資

ξ
定
め
ろ
・
、
ξ
自
身

そ
ん
な

に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
な
い
o

(註

二
〇
)
ワ
グ
ナ
ー
は
、
敗
益
税
に
年
づ
物
艦
に
問
着
し
て
、
脆
だ
困
難

に
免
税

な
許
す
ピ

い
ひ
、
ア
ン
ト

ニ
享
』
、
収
益
税
制
度

に
一1
最
小
活
資

の
考
慮
が
砥
閥
す
る
。
何

ε
な
れ
ば
此
が
租
税

能
力
の
綜
合

々
知
ら
な

い
か
ら

唱
い
ひ
、

シ
エ
フ

レ
ー
も
、
取
鍋
税
の
免
除
11
不
可
能
で
あ

み
。

論

鰻

租
醗
貢
櫓
の

一
般

ご
租
税
の
民
衆
化

第

十
五
巻

(第

一
號

二
七
)

二
七

23)Borght,Fw.S.93.Vocke,Fw・S.182・Foisting,GrundzUgederSteuerle-

h=e.S,85.Antoni,a.a.0.S.40〔 〕.BeaLIlieu,Traitedelasciencedesfin,

ances.5cd.1.p,叫1.Roscher,SystemderFw.5Aufl・1・S・185・
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■

論

叢

租
税
貢
櫓
の

一
般

ピ
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻
.
(第

一
號

二
八
)

二
八

各
箇

の
所
得
源
の
敗
釜
反
攻
釜
能
力
ば
人
的
無
能
力

へ
の
結
論
々
許
さ
な

い
か
ら

ε
い
ひ
、
ブ
ナ
ツ
ケ
に
西
所
得

の
種

々
な
る
各
箇

の
源
に
よ
ろ

課
税
に
て
11
、
或
は
給
付
能

力
の
剣
断
は
不
可
能
で
め

ゐ
。
或
ば
此
等

の
牧
釜

が
先
づ
以
て
集
計
ぜ
ら
れ
て
此
に
よ
噂
所
得

か
確
定
し
な
く

て
11ゆ

な
ら
ρ
。
此
終
の
も
の
な
し
に
に
此
の
如

昏
絶
攻
益
税
で
に

、
租
税
義
務
者
畑
給
付
無
能

刀
の
爲
め
に
免
税
す
る
こ

ご
匡
許
す
べ
が
ら
す

ξ
い
μ

鋤

(註

二

一
)
ヘ
ッ
ク
ル
は
、
ゐ父
通
税
の
範
囲

ド
て
ば
此

の
如
き
恩
典
(最

小
活
資
菟
一構
等
)
麺
殆
ん
ご
常

に
見
出
さ
な

い
ζ
い
ふ
。

(註
=
ニ
ヲ

グ
ナ
ー
は
曰
く
、
吾
人
の
歴

更
的
に
傳

來
的
な
る
租
税
能
系
で
は
、
最
小
活
資

免
税
に
芸
域
税
で
は
實
隙
無
用
で
あ

ろ
。
特

に
間
接
澗

の

・

.

聯
{税
で
黙

り

こ
す

ろ
。
四地
杭

の
制

度

及
技

術

に
夫

の
種

の
人

的

免
除

な

多
く

は

許

さ
な

い
ご
。2

(註

二
嵩
じ

ン
グ
ナ
ー

ば

、
最

貧
乏

な
人

に
て
も

が
課

税

物

々
消
費

丁

み
だ

け

で
は

(盤

一
、
彼

等

が
課
税

ゼ

ら

る

」
ミ

い
ひ

、

グ

ル

ン
ツ

エ
ル
も

、
凡

ロ

ぜ

べ
て
の
必
要

な
ろ
生
活
方
便
の
清
費

に
課

す
ろ
税
で
は
、
夫

の
免
税
が
全
く
行

に
れ
で
叉
ば
唯
だ
不
十
分
に
の
み
征
は

る
建
い
ふ
鬼

(註
=
四
)此
訊

々
爲

マ
者

に
少
く
な

い
。
日
本

に
も

め
る
や
う
だ
が
、
暫
ら
く
外
国
の
な
學

ぐ
る
ミ
、
例

之
、
ホ
ル
グ
ト
は
、
此
根
本
的
の
考

(最

小
活
資
免
税

の
)
に
は
、
必
要
な
る
需
要
晶
が
關
脱
灰
消
費

税
奄
課
ぜ
ら
れ
す
叉
に
唯
軽
く
課
ぜ
ら
れ
る
こ

と
・
並

に
小
所
得
及
小
所
得
源
が
直

接
税

々
全
く
冤
ぜ
ら
れ
、
反
比

に
近
吾
階
級
が
唯
軽
く
繰
ぜ
ら
る
＼
こ
ξ
に
依
り
て
計
量

ぜ
ら

ろ
ε
い
ひ
、

・
ッ

シ
ア
ー
も
・
精

々
入
に
入
税

に

於
て
所
得

り
或

一
定
小
額

怨
、
鍵

杭
に
於
て

】
般

に
必
要
品

ε
認
め
ら
う
る
品
物
を
免
税
す
ろ
二

Ψ」
に
よ
り
て
此
原
則

に
大
燈
近
接
す

ろ
こ
ε

為
達
す
ろ
こ
ε
ミ
な
ろ
こ
い
ひ
、
エ
ー

ペ
ル
ビ
は

、
通
例
、
人
が
最
小
活
賛
れ

っ
き
て

い
ふ
ご
き
は
、
直
接

税
、
所
得
攻
取
盆
礎
に
つ
き
て
考
ふ

る
。
何

ご
な
れ
ば
此

ド
て
に
免
税
ゼ
ら

ろ
べ
壷
最

小
額
の
大

禮
の
大
さ
が
法
律

ド
て
確
定

ゼ
ら

う
ろ
か
ら
。
併

し
問
猿
税

F
て
も
下
履
階
級

の
考

{慰
が
、
置
ハ瓢
…税
が
人
頭
税
的
に
影
響

す
ろ
所
の
必
要

な
ろ
消
費
物
な
免
税
す
る
こ
ミ
に
よ
り
て
可
能
で
あ

る
ε
い
ひ
、
ワ
グ
ナ
ー
も
、
阯
會
政
策
的

親
祭
鮎
の
正
常
が
国
民

の
白
籤

に
入
叫
込
む

に
從

ひ
、
即
ち
肚
會
的
.時
代
が
國
民
的
時
代

に
代
、り
て
進

む
に
從
ひ
、
愈

々
多
く
細
民
の
免
税
が
少

」
～
ピ
も
直
接

人
税
に

つ
吾
」及
甜収
益
税
の
或
場
A
胴
に
生
す

ゐ
で

あ
ら
・り
。
而

し
て
消
費
椎
禮
系
が
此

の
如

き
顧
慮

一ト
從

っ
て
墾
田艮
さ
る
べ
く

(必
要

な

る
生
活
方
便

に
於
σ

る
税

の
贋
止
)
及
財
産
階
級
の
他
の
税

ド
よ
り
て
補
完

ぜ
ら

る
み
で
め
ら
う
ミ

い
ひ
、
カ
イ
ヅ
ル
も
、
祉
會
政
策
涯

に
、

最
小
活
芒

畢

ろ
所
得
の
轟

難

険
の
外
に
最

小
活
蒙

全
菟

"
ん
蕉

め
に
必
要
的
製

品
の
羅

駿

悲

要
求
葱

脳

(駐

=
五
)最
小
活
賢
覧
稚
々
理
想
的
に
す
れ
ば
、
日
本
に
て
も
所
得
税
に
て
八
百
圓

の
免
税
鮎
で
に
済

む
ま
じ
く
、
或
八
が

い
ひ
、
そ
し
て
俸
給
者

24)

25)
26)
27)
28)

Wagner,a・.a・0・S.輯 ・Antoni,a.a・0・S・399.

181.S.Vocke,.Fw・

Hαkel,a.a,0.S.c88.

WaVn【r,a.a.0.S.403-4.

WagPer,a.a,0,S,40」.Grlmtze1,a.a,〔1〕,S.

130rght,a.a.0.S.93.Ro目chel',a.a.0.S.185.
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Scha田e,a.a.0.S.2フ8.

33・
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組
合
に
て
主
張
し
六
如

く
二
千
圓
見
蛍
に
し
な
く
て
11
な
ら
ぬ
こ
ミ
ε
も
な
ら
う
。
然
う
ご
き
に
税
額

に
於

て
失
ふ
所
は
七
百
萬
風
位

に
過
ぎ
な

`

い
が
、
納
税
義
務
者
に
て
に
百
三
十

一
萬
四
千
七
百

一
人
中
の
大
部
分
々
失
っ
て
、
観
ろ
所
に
僅
か
に
二
十
九
萬
三
千
七
百
九
十
四
人
ご
い
ふ
.
、

劉

ξ
に
な
ろ
o
納
税
襲
務
者

が
あ
ま
り
に
少

い
こ
建
に
な

っ
て
し
ま
う
。

(註

=
穴
ヲ

ル
カ
ー
は
-
細
民
の
實
際
上
の
免
税
は
、
唯
だ
生
活
方
便
、
嬰
酒
、
.砂
糖

、
火
酒

、
煙
草
、
衣
服
材
料
等
が
何
等
の
間
接
税
叉
は
關
税
.

よ
り
課
ぜ
ら
れ
な

い
國

に
て
の
み
可
能
で
め

ゐ
。
併
し
此
の
如
者
に
何
虜

に
も
な

い
。
飯
令
、
英
国
及
瑞

西
の
二
三

の
州

に
て
11
此
臥
態

匹
多
少

、

鋤

鼎預
　直
し

て
に

艮
旧
う
け

れ
こ

も

ピ

い
ふ

て
屠
順
ゐ
。

(註

二
七

)
バ

ス

テ
ー

ブ

ル
牌μ
、
臼最
小

活
資

の
爲
門め

に
免

税
が
要

求

ぜ

ら

み
る

ミ
き

は
、

其

に
此

が

必
要
目
卯
為
㎞頁
ふ

こ

ミ
に
使

用

ぜ

ら

う
る

理
由

r
て

鋤

の
み
で
あ
り
得

る
ξ

い
ふ
。

ラC

此

原

則

ご

租

税

賠
…系

ー

ーい
直
接
税
間
接
税
の
結
合

に
於
け
る
租
税
騰
素
論
一

頭
は
直
接
税
は
負
擢
.李
等
原
則
に
適
ひ
、
.間
接
税
結

く

ロ

に
消
費
税

が
負

推

　
般
原
則

に
適

ふ
も

の

こ
し
て
、
而

視

の
特
徴

を
認

め
、
此

よ
b
し
て
其
結
合

に

て
租

税
鷺
系

を
作
ら
う

む

い
ふ
考

(註
二
八
)が

み
る

。
が
先

づ
、
直
接

税

の
中
.で
も
所

得
税
な
れ

ば
負
措
李
等

に
適

ふ
冠
し
て
も

冥

か
ら
う

が
、
其

牧
益
税

の
如

き
に
て
も
舩
…り

こ

い
ふ

こ
ご
【畿
二
九
〕は
、
厳
格

に

い
ふ
て̀
は
當

ら
な

い
。
其
は
兎

に
角

`
し
て
消
費
税

が
負
櫓

一
般

に
適

ふ

ε
い
ふ
こ
ε

は
、
何

う
し

て
も

當
ら
な

い
。
負

捲

」
般

`

い
ふ
こ
注
を

能
力

あ

る
所

に
漏

れ
な

く
負

は
す

ご

い
ふ
意
味

ε
し
、

そ

し
て
其
能

力
を
嚴
絡

に
解

し
、
上
記
め
如

く
最

小
活
資

に
ば

能
力
な

し
嬉

い
ふ

意
味

に
で
も
取

れ
ば
、
普
通

の

國

に
於
け

る
消
費

税
は
夫

の

一
般

の
原

則

に
適

ふ
も

の

ε

い
ふ

こ
ε
を
得

澱
。
或

は
最
小
活
資

に
も
輕

小
な
が
ら

能
力

は
あ
b

噂
解

し
、
そ
し

て
必
要
品
消

費
税
も

が
行

は

.

論
.
叢

狙
溌
貢
櫓
の
宥
般
己
租
税
の
民
衆
化
.

第
十
五
巻

(第
ピ
號

二
九
)

二
九

29)

30)

31)

主 税 局 四 十 七 回 統 計 年 報 書 、117.

Walcker,a.a.O.S.33・

13astable,Publicfinance.3ed.p.32"
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哨

盟

叢

租
種
貢
憺

の

一
般

ε
租
税

の
民
衆
化

第

十
五
巻

(第

一
號

三
Q
)

三
〇

ロ

.

る
れ
ば
、
負

措

一
般

に
適

ム
ご

い
ひ
得

る
か
も
知

ら

楓
が
、
斯

の
如

き
清
費

税

は
理
論

上
㎜艮
き
税
で
ぽ

な
ぐ
、
輩

に
斯

か
る
負
捨

一
般

に
適

ふ
か
ら

ε
い
ふ
て
之

に
重
き
を
置
く

べ
き
も
の
で
な

い
。

で
清
嬰
税

は
む
し
ろ
奢

侈
的

消
費

税
の
み

ε
す

る
ご
す

れ
ば
、
此

は
極
貧
氏

に
さ

へ
負

措

せ
し

め
ら

る
る
可
能

め
る
ξ
.同
時

に
、
可
な

り
給
付

能

力
め

る
者

、
其

は
最

小
活
資

以
下

の
所
得

を
有

っ
者

の
み
な

ら
す

、
其

以
上
を
有

つ
富
者

さ

へ
も
全

く
其

物
盤

た
る
物

を
消
費

せ
ざ

乃
が
爲

め
に
、
負
措

よ
り
漏

れ

る
こ
ε
ε
な

っ
て
、
質

権

一
般

に
は
適

は

a
こ
ご

、
な

る
。

此

に
至
て
は
能

力
あ

る
所

に
負

措

一
般
が
行

は
れ

た
り

ご
は

い

へ
の
。
却

っ
て
直
接
税

た

る
所

得
税
な

ざ
の
方
が

凡

ぺ
て
の
能

力
あ

る
者

へ
の
負
措

の

一
般

に
適

ふ
ご
い
ふ
こ
.ε
に
な

る
。
即

ち
改
良

さ
れ
た

る
租
税
制

度

の
下

に

は
、
負
措

の

一
般

`

い
ふ

こ
ピ
は
間

接
挽

の
特
徴

で
は
e
く
て
、

む

し
ろ
直

接
税

の
特
徴

円
い
ふ

こ
ε

に
な
る
。

故

に
夫

の
理

由

に
て
は
直
接

税
間
接
税

の
結

合
を
説

明
す

る
こ
`
を
得

ぬ
ε

い
ふ

こ
ご
ご
な

る
。

(註
一【八
)フ
イ
λ
チ
ン
グ
の
考
で
あ
る
。
彼
は
曰
く
、
正
義
の
原
則
に
`
り
成
形
さ
れ
た
ろ
租
税
剛胆
系
ド
て
人
的
給
付
能
力
に
依
る
課
撹
の
要
求
な

喪
現
す
べ
き
租
挽
形
式
が
直
接
税
で
・
之
に
反
し
人
的
給
付
能
力
に
は
適
に
す
併
し
唯
だ
課
税
の
一
般
の
要
求
々
充
た
す
べ
ぐ
定
め
ら
れ
た
る
も

の
茄
間
掻
撃

あ
き

。

シ
ニ
フ

γ

髭

の
如
き
対
照
は
説
か
な
か
っ
た
が
・
間
接
挽
の

巖

負
櫓
的
性
質
を
認
む
・
曰
く
・
彼
等

(内
地

ド

謝

住
居

す
る
国
民
)
の
所
得
叉
に
財
産

は
・
間
接
稔
よ
り
し
て
に
例
外
な
く
課

ぜ
ら

る
ち

ミ
。

(註

二
血
ヲ

イ
ス
チ
ン
グ
ー-
曰
く
、
不
完
全
献

ろ
租
税
樋

類
た
み
収
益
税
に
、
直
接
税

の
範
園
た
脱
し
な

い
。
其
が
む
し
ろ
此

に
旙
マ
る
。
何

ミ
なの

れ
ば
此
等
の
も

の
に
人
的
給
付
能
力

の
顧
慮
々
原
則
的

に
排
斥
マ
る
間
掻
税

に
反
し
て
、
斯
か
ろ
顧
慮

奄
原
則
的

に
許
し
且
つ
要
求
す
ろ
か
ら
部

　ろ
人
税
物
税
の
結
合

に
よ
る
租
税
禮
系
論
旨

或
は
牧
益
税
特
に
物
税
ご
人
税
、
所
得
及
消
費
税
ざ
の
結
合

(

32)Fし1istin9,a.a.0.S.22.SchafHe,a,aO.S,z61.

33)Fロi5tin8。a.a.0.S.2ユ 卿3.

.



■

、

「

が
課

税

↓
般

の
要
求

の
實
現

の
短

め
に
必
要

也
ピ

い
ふ
見

方
が
あ

る
(註
三
〇
)。
此

は
或
桃

に
て
は
漏

る
る

こ
ご
ε

塗

る

べ
き
給
付
能

力
を
他

の
税

に
て
捕
捉

し
、
種

々
異

っ
た
視
の
組
合

せ
に
依
り
て
租
税

の
補
完
作

用
を
行

は

し
.

め
や

う

こ

い
ふ
黙

に
於
て
意
義

の
あ
る

こ
.ご
で
は
あ

る
が
、
牧
盗
視
や
消
費

枕

に
て
は
、
間

々
、
能

力

め
る
庭

に

一
般

に
負
措

せ
し
む

ε
い
ふ
こ
ε
が
完

全

に
行

へ
な

い
ご

い
ふ

こ
ざ
を
見
逃

し
て

は
な
ら

ぬ
。
特

に
例

之
、
清

嬰

税

に
て
も
奢
侈
的
消
費
税

の
み
を
選

み
た

る
場
合
、

敗
益
税

ε
し
て
物
的
元
素

の
存
す

る
敗
益
税

の
み
を
…遇
み
セ

る
場

合

の
如

し
で
あ

る
。

(註
宥
一〇
)
フ
グ
ナ
「
11
、
圃
及
地
方
税
.に
於
て
、
課
税
の
一
般
ε
い
ふ
こ
ξ
の
唯
だ
近
接
的
な
ろ
賓
現

(實
際
に
に
常
に
此
に
て
満
足
し
な
く
て
に

な
ら
搬
)
が
、
種
々
な
ろ
税
葎
統

一
め
み
租
税
農
系
に
結
合
す
る
噛、、
ピ
に
依
り
て
遙
ぜ
ら
ろ
乃
な
得
る
コ
此
目
的
の
爲
め
に
此
盟
系
が
特
に
一
方

に
は
む
し
ろ
主
盤
ド
、
即
ち
所
得
な
牧
得
し
且
つ
支
出
な
行
ふ
所
り
人
F
結
付
く
所
の
税
ピ
、
他
方
に
.は
む
し
ろ
物
饒
ド
、
即
ち
牧
釜
源
・ト
、
薩

、
ふ
て
特
ド
穏
々
献
ろ
財
産
の
種
類
に
結
付
く
所
の
税
よ
り
成
乃
べ
昔
で
あ
る
。
此
敏
に
所
謂
牧
益
般
、
特
F
物
税
ミ
、
人
税
、
所
得
及
消
費
税
ヒ

鋤

の
結
合

が
、
課
税

の

一
般
(並
に
少
か
ら
中
単
等
)
の
要
求

の
貴
行

ド
摘

ひ
且

つ
多
少
必
要
ミ
な

ろ
ミ
い
ふ
、

第
二
段

政
治
上
.に
於
け
る
租
税
民
衆
化
の
要
求

ラ

ラ

一
租
税
民
衆
化
の
要
求

の
意
義
I

A
我
は
租
税
を
手
敷
料
ε
野
立
し
て
民
衆
的

の
も

の
で
あ
り
民
衆
化
し
セ
も
の

(

で
あ
.る
ε
解

せ
ら

る

る
こ
ご
が
あ

る
。
即

ち
租

税
が

其
能
力
療

則
.に
よ

り
、
能

力

の
あ

る
所

に
の
み
課

せ
ら
れ
能

力

の
大
小

に
慮

じ
て
課
せ
ら

る
る
所

よ
り

、
租

税

の
反

面
π
る
園
務
が
貧
富
を
問

は
す

普
及
す

る

こ
ε

ε
な

る
の

験
.
壁

租
税
資
播
の
.一
般
ミ
租
税
の
民
衆
化

、

錆
†
正
雀

(錆
一
続

三
一
)

==

窃4)Wag皿er,a.a,0・S.398・

r



論
.
叢

租
税
貢
櫓
の
「般
ミ
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

、(第
　一
.號

三
二
)

三
二

.

に
、
手
数
料
の
場
合

に
は
相
手
の
能
力
を
問
は
す
同

一
牽
ε
な
る
よ
り
し
て
、
動
も
す
れ
ば
貧
者
に
は
園
務
の
及

び
難
き
こ
ご
を
生
す
る
。
斯
く
て
手
敷
料
の
貴
族
的
な
る
に
劃
し
て
租
税
は
民
衆
的
な
り
嬉
も
見
ら
る
る
の
で
あ

る
(註
三
一
)。
此
の
如
く
租
税
正
義
原
則
の
結
果

こ
し
て
租
税
の
効
果
が
民
衆
的
の
も
の
こ
な
る
。
そ
し
て
此
事
は

政
治
上
良
好
の
結
果
を
齎
ら
す
。
然
る
に
更
ら
に
B
他
面
、
政
治

上
よ
り
し
て
は
租
税
特
に
直
接
税
を
出
乗
る
だ

(

け
廣
く
多
く
の
人
々
を
し
て
質
権
せ
し
め
た
し
ε
い
ふ
要
求
が
あ
る
。
此
が
政
治
上
に
於
け
る
租
税
民
衆
化
の
要

求
で
あ
る
。
尤
も
此
を
徹
底
的
に
貫
く
こ
ε
ご
な
れ
ば
前
記
の
相
槍

の
民
衆
的
効
果
ご
衝
突
す
る
こ
ε
こ
な
る
。

其
故
に
彼
ε
通
常
な
る
調
和
を
得

る
度
に
之
を
行
ふ
こ
ε
を
要
す

る
が
.
兎
も
角
政
治
上
に
は
斯

か
る
こ
ε
が
要

求

せ
ら
る
る
。
此
租
税
艮
衆
化
は
夫

の
普
通
選
學
ご
共
に
近
代
の
政
治
に
於
け
る
理
想
で
、
之
虹
よ
b
て
禺
来
る

だ
け
多
く
の
人

々
を
し
て
政
治
に
興
味
を
有
た
し
あ
、
政
治
を
商
民
合
鴨
の
共
同
的
連
帯
的
の
も

の
ご
し
て
、
藁

面
目
に
之
を
連
管
せ
し
む
る
の
に
必
要
で
あ
る
。
政
治
を
充
貴
し
、
国
家
生
浴
を
健
全
な
ら
し
む
る
に
鉄
く

べ
か

ら
す
で
あ
る
。
即
ち
斯
く
て
如
何
な
る
意
味

に
て
も
能
力
な
し
ε
い
ふ
程
で
な

い
以
上
は
、
大
抵

の
入
が
租
税
而

か
も
直
接
挽
を
負
ひ
、
.而
か
も
其
を
自
分
達
が
定
め
て
負

ふ
(註
三
二
)
ε
い
ふ
に
於
て
、
彼
.等
に
強
き
国
民
自
畳
が

生
じ
」
政
治
に
封
ず
る
利
害
及
責
任
魏
を
養

ふ
を
得

る
こ
己
ε
な

る
(詫
三
三
∀。
そ
し
て
其
が
間
接
税
で
も
今
日
の

自
畳
し
た
る
民
衆
に
て
は
其
負
捲
を
認
識
し
て
夫
の
観
念
を
養
ふ
こ
ピ
が
出
來
な
い
で
.は
な

い
が
(註
三
四
)
、
併
し

直
接
税
に
比
し
て
は
共
効
力
が
弱

い
。
適
切
で
な

い
。
間
接
税
は
實
は
人
の
氣

の
着
か
血
問
に
取

る
こ
ε
に
特
徴

噛

'



が
あ

っ
て
(註
三
五
)、
直
接
税

に
於
け

る
が
如

く
徴

税
令
書

に
接

し
て
見

ぬ
ε
、白
蔓

は
鈍

い
。
加
之

、間
接

税

に
て

も
此
自
畳

が
相

當
に
生
す

る
ε
假
寇

し
て
も
、
其
間

接
税

が
改

良

せ
ら

れ
て
藩
修

品
視

に
隈
ら

る

る
こ
き

に
で
も

な

る
`
、
そ

し
て
他
方

に
直
接

税

の
免

税
黙

が
可
な

り
高

く
に
で
も
定

ま

る
ε
、
直
接
税

の
冤
税
黙
以
下

に
あ

っ

て
夫

の
奢
侈

品
を
清
費

せ
ざ

る
人

々
は
何
等

の
負
措

を

爲

さ
ざ

る

こ
ご
ε
な
り

て
、
夫

の
自

費
を
養

ふ
機
會

を
有

た

濾
こ

`
ε
な

る
り
故

に
彼
等

も
極
貧

者

だ
ら
ざ

る

以
上

は
、
負
撚

の
機
會

を
も

.つ
や
う
、
輕
少
な

が
ら
彼

等

の

直
接
負
推

の
出
来

る
が
如

き
、
梢
低

き
免
税
黙

を
有

つ
π

る
直

接
税

の
存
在

が
壁

ま
し

い
ε

い
ふ

ご
ε
に
な

る
。

(註
記
一
)ア
イ
ぜ
ン
ハ
ル
ト
に
曰
く
.、
人
は
手
数
料
に
依
り
画
家
需
要
な
充
た
す
こ
ε
な
、
課
徴
物
の
一瞬
嚴
酷
な
ゐ
且
つ
貴
族
的
な
ゐ
形
式
乏
い

ふ
こ
芝
恥
得
ろ
。
そ
し
て
租
税
に
依
る
も
の
心

一暦
寛
大
且
つ
民
衆
的
の
も
の
ご
い
ふ
な
得
ろ
。
何
ざ
な
れ
ば
手
鍛
料
匡
画
家
施
設
矩
利
用
し
又

に
其
効
果
起
受
く
る
各
人
な
同
率
に
て
課
t
、
其
貧
富
を
問
は
ざ
る
こ
ミ
に
恰
か
も
商
人
が
其
商
品
の
慣
恕
一
に
す
ろ
ミ
阯
な
う
が
病
め
に
、
手

数
料
に
貧
民
階
級
に
其
使
用
却
困
難
ミ
し
且
つ
貴
族
的
で
あ
る
か
ら
。
而
し
て
此
ご
反
し
画
家
施
設
の
無
僕
の
利
用
の
下
に
租
税
に
依
る
全
画
家

需
要
の
徴
牧
に
、
其
員
櫓
心
持
に
有
産
者
の
肩
に
置
き
、
此
者
が
画
家
施
設
な
同
一
割
合
に
て

一膳
多
く
利
用
も
た
る
や
た
問
ふ
こ
ご
な
音
が
故

罰

F

に
、
此

の
方
に
寧
ろ
民
衆
的

で
め

ろ
ミ
。

(註
ヨ
「=
}
ジ

ョ
ー

ン
ズ
は
曰
く
、
近
世
民
衆
的
敏
活
國

で
は
、
或
意
味

に
て
人

々
が
彼
等
自
身
の
税
な
探
し
、
或
意
味

に
て
税
が
彼
等
の
上
に
謀
ぜ

⑥

F

ら
、る
こ
。

,
(註
ヨ

≡
)
最
小
活
資
免
税

に
反
野
し
て
説

か
る
み
』
の
の
中

に
・
凡
べ
て
の
財
産
階
級
、
随

ふ
て
貧
加

ろ
階
級

も
の
國
嫁
財
政
及
国
家
的
勤
務
給
付

帳
於
げ
ゐ
利
益
受

公
益
の
爲

め
に
畳
醒
ず
ろ
こ
・・が
必
要
で
・
此
が
仮
令
小
な
叫
ε
も
或
視
怨
徴
収
す
ろ
・
;
に

よ
り
て
最
良
く
起
ゆ
得

を

鋤
.

い
ふ
ご
ミ
が
め
ろ
。

(註
=
[四
∀
ア

ン
ト

ニ
ー
に
曰
く
、
・国
民
が
國
尿
生
活

に
利
害
た
有

し
、
画

家
目
的
の
到
達

の
爲
め
に
貢
献
す
べ
し
.こ
い
ふ
・、
ミ
の
道
義
的
白
蔓
心
國
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■

醗

叢

租
税
貢
搬

の

一
般

ピ
租
税
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

一
就

三
四
)

三
四

民
に
喚
起
す
ろ
能
力
が
間
接
醤

も
排
撃

れ
な
㌢
」醐

(髄
三
五
)
フ
丞

ス
チ
ン
グ
は

,
全
盤

の
人
民

々
粗
粉
趣
迫
の
感
知
な
し
に
、
租
税
需
要
た
充
六
す
こ
ε
に
干
畏

ぜ
し

む
ろ
こ
ど
が
闘
韻
税
の
重
な

ろ

目
的
で
あ
ぎ

い
㌔

ラ
　
　

ラ

ニ
租
税
民
衆
化
要
求
の
重
要
-

伍
此
政
治
よ
に
於
け
る
租
税
民
衆
化
の
要
求
は
、
國
民
の
政
治
上
の
責
任
自
畳

(

コ
ラ

ラ

を
促
が
す

の
に
必
要
な
る
こ
ご
は
前
の

一
B
に
て
説
く
所
の
如
く
で
あ
る
が
、
B
若
も
此
要
求
が
行
は
れ
す
此
要

(
(

(

求
が
等
閑
視
せ
ら
れ
て
、
能
力
原
則
、
及
之

に
基
く
,負
擢
の

一
般
が
嚴
格

に
適
用
せ
ら
れ
、
其

の
覚
め
消
費
税
の

如
き
は

一
切
之
を
課
せ
す
、
唯

だ
奇
き
免
税
黙
を
有

っ
π
る
所
得
財
産
相
続
視
等
の
み
を
行
ふ
こ
ε
に
で
も
す
る

な
ら
ば
、
他
方
に
普
通
選
翠
が
行
は
れ
、
政
治
上
民
衆

の
勢
力
が
優
勢
`
な
る
に
於

い
て
、
彼
等
は
彼
等
自
身
に

於
て
給
付
能
力
の
之
な
き
こ
ε
を
唱

へ
、
夫

の
文
化
自
然
的
な

る
生
活
胚
要
費
こ
い
ふ
其
丈
化

の
文
字
の
廣
く
に

あ
解
し
得
る
所

よ
り
、
免
税
黙
を
益
々
引
上
げ
て
負
捲
を
免
れ
、
而
か
も
有
産
者
の
貝
捲
を
益
々
加
重
し
て
得
た

る
牧
人
に
て
、
自
分
達
の
利
益
ε
な
る

べ
き
支
出
に
多
く
向
く
る
こ
ご
オ
な
る
の
危
険
が
め
る
甕

三
六
)。
此

の
如

き
湖㌧
ご
は
他
方
、
租
税
の
道
義
及
正
義
窺
を
進

め
る
こ
ε
に
よ
り
て
多
少
矯
正
す
る
こ
己
も
潤
來
、
叉
矯
正
す

べ

き
で
は
め
る
が
、
併
し
人
間

の
不
完
全
な
る
、
先

づ
利
己
を
考

へ
、
特

に
力
を
得
れ
ば
力
を
濫
用
し
て
利
己

に
用

ゐ
ん
ε
す
る
傾
あ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
此
矯
正
は
蟹
隈
飴
程
六

つ
か
し
い
。
其
故

に
夫
の
給
付
能
力
の
厳
格
な
る

解
繹
、
最
小
活
資
免
税
の
徹
底
は
理
想
嬉
し
て
は
霹
靂
す

べ
き
で
は
わ
る
が
、
實
際
政
策
こ
し

て
は
、
之
を
緩
和

89)Anton1,a.a .0.S.398.
39)Fuisting,a.a.0.S.37
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す

る

の

に
政

治

上

の

租

税

民

衆

化

要

求

を

持

乗

る

こ

ピ

が

穏

當

で

あ

り

、

そ

し

て

生

活

費

の

屈

伸

性

を

前

提

ご

し

て

最

小

活

資

に

も

輕

小

な

が

ら

課

税

す

る

ε

い

ふ

考

ε

調

和

を

保

た

し

む

る

こ

ε

ご

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

(註
邑
六
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
、
勢
働
者
の
最
下
級

が
偏
重

し
た
ろ
政
治
上

の
力
な
も

つ
の
に
・
彼
等
な
國

の
殆
ん
ざ
凡
べ
て
の
員
掘
よ
り
.免
ず
る
こ

ε
の
危
阪
に
明
か
で
あ
ろ
こ
い
ひ
・
瀞
ー
リ

ユ
ー
も
・
凡
べ
て
の
人
民

に
選
挙
灌

の
與

へ
ら

ろ
う
所
の
吾
人
の
民
主
国
に
て
は
、
大

多
数
々
占
む

る
階
級
が
絶
対

に
凡
べ
て
の
税
エ
リ
免
ゼ
ら

る
乃
こ
ε
に
は
非
常
な
ろ
不
都
合
あ
り

ミ
い
ひ
、
グ
ル
ン
ッ
ニ
ル
も
、
急
進
熱

の
提
案
マ
ろ
所
得
税

に
重
詰
が
置
か
る
る
な
ら
ば

、
此

事
箕
が
、
普
通
…選
挙
の
圃
で
に
国
民

の
多
数
が
少
数
者

の
齎

ら
す
べ
き
も
の
な
決
す

ろ
こ
ε
建
獄
る
べ
し

ピ
い

"

ふ
危
険
な
有

つ
ξ
い
ふ
。結

論

.以
上
要

之
、
租

税
負
推

一
般

の
原
則

の
.意
義

は
往

力
に
し
て
、
考

へ
ら

る
る
が
如

く
.
凡

ぺ
て
の
人

へ
の
負
据

ε
.い
ふ
、こ
ε
の
要
求

で
は
な
く

て
、
能

力

へ
の
負
推

の

一
般

ε

い
ふ
こ
`
で
め
る
.
此

原

則
に
例
外

な
き

こ
ご
は

禺
來

n
が
、
其

は
出

来
る
だ
け
狭

き
範

團

に
限
定
す

べ
く

、
最

小
活
資

の
免
税
も

が
往

々
に
し
て
此

原
則

の
例
外

ε
せ
ら

る
る
が
、
此

免
税
を
認

む
る
.以

上

は
、
其

は
最

小
活
資

に
能
力
な

し

ε
認

め
た
結

果

で
あ

る

か
ら

し

て
夫

の
原
則

の
例

外
で
は
な

い
。
併

し
最

小
活
資

に
全

然
能
力

塗
し

ご
見

る
の
は
穏

當
で
.な
く
、
む

し
ろ
此

に
極
輕
小

な
が
ら
能
力

め
b
ざ
認

め
て
輕
易

な
る
課
税
を
爲
す

こ
ご

、
す

べ
く
、
此

よ
蝕
す

る
も
夫

の
原

則
の
例
外

こ

い
ふ

ご
ε
が
此

に
於

て
起
ら
ざ

る
こ

ε
`
な

る
。
叉
間

々
租

税
鵤
系

論

に
關
聯

し
て
、
間
接

税
に
負
措

一
般
原

則
上
特
別

論

叢

租
税
貢
携
の
}
股
ざ
租
醗
の
民
衆
化

第
十
五
巻

(第

【號

三
五
)

三
五
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論

叢

租
税
貢
糟
の
「
般
ε
租
税
の
民
衆
化

第
十
.五
.巻

(第
憎
號

三
六
)

三
六

意
義

め

る
が
如

く
に
解

せ
ら

る

る
が
.
.之

に

つ
い
て

は
特

に
其

改
頁

さ
れ
た
る
.も

の
に
あ

b
て
は
恰

か
も
此
原
則

に
適
癒

し
な

い
こ
ε
を
注
意
す

べ
き

で
あ
る
。

そ
し

て
右

の
原

則
の
外

別

に
、
租
税
特

に
直
接

税
を
出
来

る
だ
け

多

く

の
人

に
負
捲

せ

し

め
π
し

嬉
い
ふ
戯
治
上

の
租

税
民
衆
化
要
求

が
あ

っ
て
、
此
要
求

は
国
民

の
敢
治

土

の
自

畳
を
促
す

に
必
要

で
あ
り
、
之
を
無
覗
す

る

こ
ε
は
普

通
邊
翠

國
で
は
特

に
危

険
が
太

い
こ
ε
を
注
意

し
な

く
で

は
な
ら

の
。
此
事
を
考

へ
更
ら

に
最
小
活
資

に
も
全

然
能
力
な

し
ご

い
ふ
程

で
な

い
ε

い
ふ
ご

ご
を
考

ふ
る
ε
き

は
.、
租

税
負
捨

一
般

の
原

則
が
能
力

へ
の

一
般

で
あ

っ
て

、
人

へ
の

一
般

で
は
な

い
に
し
て
も

、
可
な

り
多

く
の

人

々

へ
の
負
櫓

の

一
般

ご
い
ふ
こ
ご
に
締
す

る
こ
蓬

に
な

り
、
.そ
し
て
其
が
此
政
治
上

の
要
求

ご
調
和
す

る

こ
ご

に
も
な

る
。

.


